真正ピラミッドの設計方針と運搬路の論文の中の、　　　　ピラミッドの方位と四角の位置と対角線の決め方の評価
論文「真正ピラミッドの設計方針と運搬路」において、ピラミッドの方位・四角の位置・対角線の決め方に関する評価と手法の要点は以下の通りです。
1. 方位の決定法とその評価
[bookmark: _Hlk220165501]論文では、ピラミッドの正確な方位（真北への整合）について、天体観測と特定の尺度（定規）を組み合わせた手法が評価されています。（tugumasab32.com）

手法: 太陽や星の動きを観測し、基準となる南北の軸を決定します。
· [bookmark: _Hlk220165664]評価: ギザの大ピラミッドの底面方位誤差が「0度3分6秒」という驚異的な精度であることは、単なる目視ではなく、厳密な測量機器（水準測定器や垂直確定器）と標準化された定規の運用があったためと高く評価されています。（wikipedia）
2. 四角の位置と対角線の決め方の評価
設計方針の核心として、「四角形の対角線」を独立した尺度として管理する手法が提示されています。 
. 手法: 腕尺（キュービット）、底辺の長さ、高さに加え、「対角線の長さ」をあらかじめ刻んだ専用の尺度（定規）を作成します。これを用いて、底面の四隅の位置を確定し、対角線の交点がピラミッドの重心（頂点の直下）に一致するように配置します。
評価:
· 幾何学的整合性: 底辺だけでなく対角線を同時に測定することで、歪みのない完璧な正方形を短期間でマークできる実用的な手法であると評価されています。
· 施工の効率化: この「尺度の定規」による管理は、石材の加工や積み上げ作業における角度測定の基準にもなり、複雑な計算を現場に持ち込まずに高精度な建築を可能にした「合理的設計」として評価されています（tugumasab32.com）

総評
· この論文における全体的な評価は、古代エジプト人が「対角線を含む統一的な尺度システム」を構築していたとする点にあります。これにより、現代のような高度な測量機器がない時代でも、水平2.1cm、方位誤差1cm以内という極めて高い施工精度を実現できたと結論づけられています。（wikipedia）
詳細な設計プロセスや最新の解析結果については、size of pyramid (tugumasab32.com) の論文要旨等で2026年現在の最新情報が公開されています。




